青明舎　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　戸賀沢　潔　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和30年5月30日生（50歳）

	
	〒　　住　所　グループホームあおば　　　　　　　　　　　　　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病（食事制限：20単位）

	
	発症時期
	昭和58年頃(28歳頃)
	罹 患 期 間
	約22　年　

	
	入院回数
	　4　回
	延べ入院年数
	約12年1ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　　　）
	外来受診日
	水曜日（週　　１　回）

	医療区分
	　国保（本人）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（１級）

	年　　金
	有・無　（障害基礎年金１級　月額約８万円　）　重度医療（有）

	 入所年月日
	Ｈ　１５年　６月　１４日
	身長
	
	体重
	

	最終学歴
	五戸町立手倉橋中学校卒業
	免許・資格
	運転免許はあったが更新せず

	職　歴
	運送会社５～６件を各１年ずつ勤める

	保　護　者
	氏　　名　　梅田　幸子　　　様　　　　　　続柄　姉　　　

	長期目標

· 小遣いを範囲内で遣り繰りしながら、生活する。

· 糖尿病予防のため、青明舎の食事サービスやナイトケアで食事をきちんと摂る。

	入院・治療歴

昭和５８年９月～昭和５９年５月　　入院　青南病院

昭和６０年９月～昭和６１年７月　　　　〃

昭和６３年１０月～昭和６４年１月　　　〃

平成１年７月～平成１２年４月　　　　　〃

	生活歴

五戸町にて出生。同胞６名第６子４男。五戸町立手倉橋中学校卒業(腎炎の為、１年留年)後、就職。発症前の２８歳時まで何度か転職しながら生活を送る。昭和58年青南病院へ入院。以後、服薬中断で再燃を繰り返し同院へ４回の入院歴がある。平成１２年６月４日生活訓練施設「青山荘」へ入所する。平成１５年６月１４日青山荘退所し、グループホームあおばに入所する。現在うみねこ幸房、ナイトケア利用中。

	家族構成





	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

姉は本人に対して協力的であり、本人が金銭管理をうまくできないために姉が年金の管理し、生活費として月7万円を渡している。本人から金銭の要求があると渡してしまう事がある。時折、姉宅に泊まりに行ったり、畑の手伝い等、交流はみられる。




青明舎施設処遇会議

平成　18　年　9月　25　日　（　月　）

	氏　名
	戸賀沢　潔　　　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和30　年　5月　30日（51歳）


	問題点
	介入方法

	①小遣いをパチンコやタバコ購入のために使ってしまい、友人から借金を繰り返す。

	・生活費7万円について月末に使途別にお金を分ける

・1日の小遣い金額については残金をみて設定。

小遣いについては、本人と姉の希望もあり青明舎で小遣い管理を行う。

・定期的に返済している借金は現在は無いため、10月以降の1日の小遣い金額は余裕があることを伝え、他者に借金をせず小遣い内で使用するように、小遣いの使途内容についても一緒に検討する。

・お金を貸したことのある利用者に対しても、お金の貸し借りの有無についての確認と貸し借りによるリスクの説明を継続する。

・姉様に本人の金銭の使用状況の報告、また金銭使途について指導を行うよう要請

	②生活の見直しの必要性

· 【生活リズムの再確立】GHミーティング、ナイトケアへ参加せずパチンコへ出掛ける

· 【糖尿病の予防】糖尿食を摂っているが、「お金がかかる」との理由で昼食は自分で購入して食べることが多い
	・小遣いの使途方法を細かく明確に分け、使途を制限。余計にパチンコや食費を掛けることで、もらった小遣いが減る→小遣いが足りない→借金をする→1日の小遣いの金額が減る、という流れになることを繰り返し説明。

・糖尿病予防の為に糖尿食を摂っている事を説明、またナイトケアやセンター食事サービスを利用することで食費のために小遣いを減らす必要がないというメリットについて繰り返し伝える。

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	本人、金銭を持っているとパチンコへ使ってしまい生活費が無くなるために本人と姉の希望で青明舎で金銭管理をしている。姉が持ってきた生活費7万円を月末にGH入居費、食費、小遣いと本人が分ける。約束として小遣いは一日分渡すこととし、幸房での作業が終わってから受け取りにくることにしている。小遣いの金額については月末に借金の返済状況を見て本人と決める。

８月末に借金していた鈴木(茂)氏２万４千円、山田氏１万円を返済する。小遣いから返済し、幸房の給料も出ないことから小遣いがない生活が続いた。自分で管理していた通帳の残金８００円を下ろして使うなどして生活していた。お金を貸してくれる人も居なくなり、借りていないとのこと。

姉様、来所時に本人の最近の様子について話をしている。このような生活が続くと生活の見直しをしていく必要があること伝えている。本人、毎月の姉からの生活費は、自分の年金と青山荘入所時の食費残金を貯めていたものと知らずにいるため、本人のお金であることを説明し、使い方について確認している。先の事を考えてお金を使うことができていないため使途別に分け、現在使えるお金を明確にしている。使えるお金と使途目的が合わないためその都度説明している。

借金について毎月返済は月末にすることはできているが生活費のやりくりについては計画性がない。足りなければ姉からもらえばいいという考えがある。姉も本人借金をしている事を聞くとお金を渡してしまうことがあるので本人が生活費から返す約束で借りている事を説明し、金銭を渡す事はしないよう話をしている。返済方法について話しをすると仕事をして返すなど現在の状況がみえていない。

パチンコに関して始めは「行っていない」と話すが突き詰めて話を聞くと「出ると思って。出たお金で返すつもりでいた」と安易な考えがみられる。借金を繰り返している状況から一時的に「行かないようにする」と話すがやめられないと話し、繰り返し確認と指導が必要。


プラン計画者　氏名：小田　朱里










本人





姉（五戸）








